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要　旨
　現在、少子高齢化が進展し深刻化する中で、出生率の向上や女性の職場進出を促すために
様々な少子化対策や子育て支援施策が進められている。その一方で、家庭の教育機能の低下、
虐待、貧困家庭の増加など、子どもが育つ環境に多くの問題が生じてきている。子育て支援
施策の一環として、保育所に、子どもの教育と養護の機能に加えて保護者の子育て支援機能
が加えられたことから、保育所がいわゆる「支援が必要な親」への対応に苦慮するケースも
増加し、保育士の早期離職の原因の一つになっている。本研究では、２か所の保育所におい
て支援が必要な親に対応した４つのケースを分析し、子どもの問題点、保護者の子どもに対
するかかわり、保護者を取り巻く具体的な状況、保護者の思い、保育士の対応と困り感など
記録し分析した。その結果、①保護者は、子どもの発達が理解できていない、子どもの視点
に立つことができない、保育士のアドバイスに耳を傾けようとしないなどの問題があること。
②ほとんどのケースでは保育士は困り感を持ち、支援の在り方に戸惑いを感じていることが
明らかになった。この結果をもとに、国や地方公共団体の子育て支援は、現在重点的に行わ
れている待機児童の解消、育児手当の加算、職場環境の改善など、「子育てしやすい」「女性
が働きやすい」社会の実現を目指すものだけでなく、一人一人の保護者に応じた、親として
の意識や資質を高めるための子育て支援や、保育者の資質を高めるための支援を充実させて
いくこと、医療機関や専門機関、学校などの専門機関との連携を進めるとともに、保育士養
成方法や研修内容を改善していく必要があることについて指摘した。
Ⅰ　はじめに
　わが国では、第２次世界大戦後、第１次産業から第２次産業、第３次産業へと産業構造
が変化し、それに伴い都市化が進み、家族形態も核家族へ、1970年代半ば以降は、女性の
労働力率が上昇に転じ、その後少しずつ伸びている。このような女性の高学歴化、社会進
出の進展に伴う経済自立などは、晩婚化や非婚化が進み少子化の主な要因ともなっている。
2014年（平成26年）の合計特殊出生率は1.42と2006年（平成18年）から上昇傾向が続い
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ていたが、９年ぶりに合計特殊出生率が前年を下回る結果となった。また、子どものいる家
庭における共働きの割合が増加しており、2011年（平成23）年では４割以上を占める状況
になっている。これからますます共働き家庭が一般化し、子育て状況は大きく変化していく
ことが予想される（１）。　
　国は、1990年（平成2年）に1966年（昭和41年）の「ひのえうま」の年を下回った「1.57
ショック」を契機に、少子化進行が意識され、仕事と子育ての両立支援など子どもを産み育
てやすい環境づくりに向けて対策を始めた。1994年（平成6年）に「エンゼルプラン」、「緊
急保育対策等５か年事業」をスタートさせ、2001年（平成13年）には「仕事と子育ての両
立支援等の方針（待機児童ゼロ作戦）」等も打ちだされ継続的に対策（図表１）（２）を打って
いるものの、その成果は上がっていない状況にある。
　子育て家庭においては、核家
族化により、身近に子育てを教
えてくれる存在がなく、母親が
一人で子育てをする機会も多く、
その負担は大きい。2006年（平
成18年）、「子育てに関する意
識調査」によると、多くの母親
が子どもを育てることに幸せを
感じている一方で、「子どもが
自分の言うこと聞かないのでイ
ライラする」「自分の子育てが
これでよいのか自信がなくな
る」「子どものことでどうした
らよいかわからなくなる」「子
どもに八つ当たりしたくなる」
に対して「ときどきある」とす
る回答が５割前後ある（１）。こ
れは、子育ての負担感や育児不
安をあらわすものであり、どの
家庭も子育てに悩み苦しんでい
ることがわかる。また、その悩
みが強くなれば、児童虐待につ
ながりかねない状況にあると考えられるだろう。そして、以前は地域で支え合って子育てを
していたが、現在は地域社会の子育ての機能が弱まっている。祖父母などと同居する世帯は
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子育て支援のための総合計画（エンゼルプラン）
少子化対策推進基本方針
重点的に推進すべき少子化対策の具体的実施計画について
（新エンゼルプラン）
仕事と子育ての両立支援等の方針
（待機児童ゼロ作戦・少子対策プラスワン）
次世代育成支援対策推進法
少子化対策基本法
少子化社会対策大綱
新しい少子化対策について
「認定こども園」が施行
子どもと家庭を応援する日本
仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章
仕事と生活の調和推進のための行動指針
新待機児童ゼロ作戦
子ども・子育てビジョン
待機児童解消加速化プラン
少子化危機突破のための緊急対策
放課後子ども総合プラン
少子化社会対策大綱
図表１　国の子育て支援等に関わる施策（２）
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減少し、核家族の世帯が増え、母親の孤立化も問題視されている。子どもを支援するという
ことは、子育てを支えることであり、家庭を支えることである。支えるためには、日常的な
保護者との関わりが基本であり、祖父母と離れて暮らす世帯が多い中、身近な存在であると
もいえる保育士の存在、役割は重要なものでありとなってくるであろう。
　また、児童相談所における児童虐待相談対応件数は、増加の一途をたどり、2015年（平
成27年）は103,260件（図表２）と過去最高となっている（2）。
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図表２　児童相談所における虐待に関する相談対応の件数（2）
 　2008年（平成20年）の児童福祉法の改正により、「乳児家庭全戸訪問事業」生後４か月ま
での子どもがいる全家庭に保健師等が訪問する取り組みが始まり、家庭訪問の際、子育てに
課題があると考えられる家庭には、養育支援訪問事業でより専門的な支援を継続的に行うこ
とになった（３）。しかし、虐待の増加や2013年（平成25年）年齢別被虐待児数73,802件の
42.6％が０歳から就学前の乳幼児が多いことから、乳幼児の子育てが保護者にとって難し
く、育児ストレスや育児不安が大きいと推測される。
　さらに、ひとり親家庭の問題もある。ひとり親家庭は、生計の維持と子どもの養育とい
う２つの大きな責任を一人で担うことになる。2011年（平成23年）母子家庭の就労収入は、
年間平均181万円と低く、子どもの貧困の問題とも関連している（４）。
　以上のような家庭における子育ての問題、保護者の悩みを軽減するために、エンゼルプラ
ンで保育所が地域の子育て支援センターとしての役割を担うことを提唱し、保育士が子育て
支援を本格的に担うようになった。また、2001年度の児童福祉法改正で保育士資格が法定
化され、家庭支援を教授内容の一部とする「家族援助論」が養成課程に位置づけられ、さら
に2011年度からこれが「家庭支援論」に改められた。保育士に家庭支援が求められる背景
には次のようなことが考えられる。子どもを支援する役割として、家庭は中心的位置を占め
ている。しかし、現代の家庭は家族だけでその教育機能を十分に発揮することができない状
況におかれているといわれている（5）。しかし、経験年数の浅い保育士は保護者対応に戸惑
うことが明らかになっており、経験や自己研鑚を積み、保育者同士の連携、先輩保育者のア
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ドバイスの中で保護者とコミュニケーションする力もステップアップしていくなど保護者支
援に対して、研修等がなされていない現状がある。また新任保育者の早期離職に関する実態
調査から、進路変更や身体的・精神的な体調不良に至った原因の中に「保護者との人間関係」
と答えた割合が１割程度あり、保育者にとって、保護者への対応は大きな課題の一つになっ
ていると言えるだろう（6）。
　そこで、本研究では、保護者、すなわち家庭への支援のエピソードを具体的に聞くことから、
①保護者の子育てに関する困り感、②支援が必要な子どもと保護者の具体的姿、背景、保育
所や保育士からの働きかけに対する反応とこのような保護者に対応する際の保育士の困り感
がどのようなものかをエピソードより明らかにし、保護者支援に求められる保育士の役割と
保育士養成方法や研究内容について考察することを目的とする。
Ⅱ　調査方法
１．調査協力園
　Ａ市保育所、Ｂ市保育所の２園
　・Ａ市保育所　　
　　Ａ市の人口は５万８千人ほど。自然豊かな地域で、すぐ隣に小学校がある。
　・Ｂ市保育所
　　Ｂ市の人口は２万６千人ほど。山地が多く、自然豊かな地域にある。保育所であるが送
迎バスがあり、利用する園児もいる。
２．調査協力者
　保育所の園長、現場の保育士
３．調査期間
　平成27年５月～７月
４．手続き
　調査者（筆者）が園長へ、電話にて現場の保育士にエピソードを語ってもらうよう依頼し、
園長と保育士、筆者の数人で談話形式にて聞き取り調査を行った。調査協力者へは特定の質
問を準備せず、自然な流れの会話を目指しボイスレコーダー等は使わず、自由に語ってよい
という形式で行った。
５．倫理的配慮
　聞き取り調査においては、人権保護の観点から語る内容は自由意志とし、個人情報保護を
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含め最大限に行った。
６．エピソードの抽出
　エピソードの中から、特に保育士の困り感が強い内容、背景や支援などの詳細がわかりや
すい内容、様々な異なる背景が考えられるものを抽出した。
Ⅲ　結果と考察
　聞き取り調査のエピソードの中から、４つのエピソードを挙げ、それぞれの問題点や背景、
支援の在り方について考察する。
エピソード①　
　子どもの発達の問題を母親が受け入れないＣちゃん（０・１歳児クラス、１歳６か月）
　Ｃちゃんは早産で２ヶ月早く生まれ、未熟児であった。発達に多少遅れがみられるが、原
因については不明である。母親は30代半ばでＣちゃんは第一子である。父親は出張で家を
空けることが多く、周りにもあまり知り合いがいない環境である。母親は専門職であり、働
きたいという思いを強く持っている。登園は朝７時ごろで、迎えは早くて18時半、19時に
なることもあり12時間近く保育所にいる。また、園を休みがちで、一週間続けて休むこと
も少なくない。園を休む連絡はほとんどが父親からの電話である。送迎は通常は母親が行っ
ているが、父親の姿が見られないということはなく、行事にはきちんと父親も顔を出している。
入園当時、Ｃちゃんは寝返りができずようやく１歳で寝返りができるようになった。その寝
返りもはじめは片方のみであり、ハイハイや座位は全くできない状態であったが、入園後、
保育士の働きかけにより２ヶ月でハイハイができるようになった。現在はようやくつかまり
立ちのようなものができるようになったが、まだ一歩が難しく、きちんとしたつかまり立ち
とはいえないような状態である。また、以前はあまり表情がみられなかったが、最近は笑顔
が見られたり、嫉妬をしたりなどの感情表現も見られるようになっている。
　また、１歳であるのに離乳食を開始していないこと、嚥下が上手くいかないことも保育士
は気になっていた。Ｃちゃんは、年度始めに肺炎（百日咳であった）を起こし入院した。こ
の機会に病院で他の検査も行ったところ、嚥下評価でミルクの誤飲があった。しかし、母親
を通じてもらった書類には、医師からの診断書ではなく意見書というものであり、ミルクは
とろみをつけて与えるようにということであった。園ではこの意見書を受けてミルクはとろ
みをつけ、離乳食も園で開始し、保育士の働きかけにより徐々に食べることができるように
なっている。しかし、園を長く休むと食べることができなくなっていることも多い。そのた
め保育士は、家庭でどのような離乳食を食べさせているか知るために現物を持ってくるよう
お願いしたところ、母親はベビーフードを持参した。連絡帳には、一日の食べたメニューに
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ベビーフードの品目名が書かれている。保育士は園でもＣちゃんの離乳食に懸命に取り組ん
でいるため、きちんと家庭でも離乳食を食べさせてあげてほしいという気持ちが大きいこと
もあり、ショックを受けた。
　母親は、子どもの今の状況をあまり問題として捉えていない。現在の子どもの発達は正常
で、子どものペースがあり、ゆっくりとしたペースなため、それを悪く言わないでほしいと
訴えている。また、母親自身は話の内容が一貫しないことが多かったり、園長がＣちゃんに
ついて話をすると、「説教みたいで嫌だ、正直園長先生のこと嫌いなんです。」と言ったりと
園に対し信頼感がないことと、母親が不安定であることが見受けられる。さらに、園に対し
て「～してください」など本来家庭でなすべきことを要望してくることが多く、保育士は対
応に苦慮している。
　園としては、母親がこのような状態であるため現状維持の状態で、離乳食は初期のままで
ある。母親も子どもの現状を受け入れてステップアップできればいいが、それが現時点では
難しく、園だけではなく行政の助けが必要だと話している。Ｃちゃんのことは行政にも話を
してあり、近く１歳半検診があるため、そのときに保健師から何らかの働きかけがあれば少
しずつ母親の意識も変わるのではないかと期待があるようであった。
　このエピソードから、重要な問題は母親と園との間で信頼関係が築けていないことが挙げ
られる。保育士はＣちゃんの発達の遅れに気づいており、Ｃちゃんのためには母親にそのこ
とを受け入れてもらい、一緒に考え、取り組んでいきたいという思いがある。しかし、母親
はＣちゃんの今の状況を問題とは考えておらず、むしろＣちゃんの様子を一つの個性として
捉えているようである。母親の不安定な状態と子どもの成長の関連について小川は以下の
ように述べている。「たとえ子ども自身に何らかのサポートが必要な個性があったとしても、
母親が安定していれば適切な支援を受けながら、子ども自身の個性に対応した養育の方法を
選択することが可能となり、その子に合った成長を保障することができる。一方、母親の安
定を阻む要因が母親自身にあり、子どもや子育てを受け入れられない状態であると、それは
不適切な養育態度として直接子どもに及び、子ども自身にサポートが必要な個性がなくとも
その子に合った成長が保障されにくくなる。子ども自身にサポートが必要な個性がある場合
は、その成長はさらに保障されにくくなる。」（６）（小川，2014）Ｃちゃんの場合も、母親は
園や園長に対し良い印象を持っておらず、保育士側の熱意が母親へ届いていないという状態
である。自分の考えや子育てを否定されているように感じているのかもしれないし、保育士
は子育てが上手くいっていないと感じていても、母親はそれを認識することができていない。
また、Ｃちゃんの保育時間は12時間ちかくという長時間保育であり、母親もそれだけ一生
懸命働いているということであるが、母親と子どもの愛着の形成について不安が大きい。し
かし、母親は働きたいという強い意志を持っているため、自分が特別に大変な状況であると
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は感じていないのではないだろうか。このように母親と園（保育士）とで認識が異なり、考
えの不一致により信頼関係がきちんと築けていないことは、本来円滑に進むべき子どもの成
長発達への支援が滞ってしまっていると考えられる。さらに、信頼関係の形成の重要さにつ
いて渡辺は以下のように述べている。「家庭支援においては、支援者は家族にとって最大の
理解者であることが求められます。支援者として目を向けなくてはならないのは、問題の背
景にある要因です。ただし、利用者が必ずしも自分が経験している心情や問題状況について、
率直に話してくれるとは限りません。悩みや不安が深いほど、打ち明けたときに支援者が受
け入れてくれないのではないか、あるいは批判を受けるのではないかという心配を抱く場合
があります。したがって利用者の理解のためには、相手を受容し、共感的理解を示しながら、
まずはしっかりとした信頼関係を形成することが大切なのです。」（８）（渡辺，2015）まずは
信頼関係が築けていることが根底にあり、それができてこそよりよい支援を行えるといえる。
その基礎ができていないＣちゃんの母親と園はその時点で躓いており、今後どのように信頼
関係を構築していくか考えていくことが必要である。
エピソード②　
　母親の愛情が薄く、ネグレクトに近いＤちゃん（０・１歳児クラス、１歳児）
　母親は現在20歳。Ｄちゃんを19歳で出産したシングルマザーである。しかし、離婚をし
ているものの、元夫と園に顔を出すこともある。このような状態で元夫との関係は園も把握
できていない。祖母と母親、Ｄちゃんの三人の実家暮らしで、生活保護を受けている。家で
は、犬、猫を室内で６匹ほど飼っており、衛生面でも問題が大きく、子どもの衣服やハンカ
チなどにも犬猫の毛がついていることが多く、匂いも気になる。このような様子から、担任
保育士だけでなく、園長も母親と会ったときには積極的に様子を聞くなど話しかけるように
している。
　Ｄちゃんは、発達に遅れはないものの気になる行動が多々みられ、環境が原因ではないか
と保育士は話す。気になる行動としては、猫の前足のようなしぐさをしたり、排泄を猫のよ
うに片足をあげてしたりするなど、猫の模倣のような姿が見られる。また、食事に関しては、
給食のときにじっと座って食べることができず立ったまま食べる、お皿に顔を近付けて食べ
る、偏食がひどいなどが挙げられる。保育士によれば、偏食についてはおそらく食べず嫌い
のようである。これも犬や猫と共存している状態であることから、自然と模倣していると考
えられる。さらに、Ｄちゃんは以前あまり表情もなく、笑うことも少なかったが、園に通う
につれて徐々に笑顔などの表情も出てきた。
　Ｄちゃんの祖母は働いているが母親はほとんど働いておらず、バイトをしているが遊びた
い様子が伺え、朝、園に来ると「飽きた」（子どもの相手をすることが）と言って子どもを
保育士に渡すこともあったという。また、子どもを園につれてくるのが面倒なときは休むこ
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とも多い。このような様子から保育士は、母親が朝ごはんを子どもに与えていないのではな
いかと思い尋ねてみると、炭酸飲料やミルクティーを飲ませていると答えた。保育士は驚き、
「パンでもいいから朝、食べさせてきてくださいね。」と伝えると、翌日、一袋に数本入って
いるスティックパンをＫちゃんは全て食べたと報告してきたという。
　その後、母親は急に友人の家で暮らし始めたと電話してきた。その友人もシングルマザー
で２人の子どもがおり、夜働いているという。保育士はそのことを聞いて「あなたは夜の仕
事はせずにちゃんと夜もＤちゃんの側にいてあげてね。」と伝えた。しかし、それから徐々
にＤちゃんは園を休みがちになり、週に１日か２日しか登園しなくなった。そして母親は、
職場が変わることになり別の市へ引っ越すことになったと、急に退園を申し出てきた。祖母
と喧嘩し、離れることになったという。退園してしまえば子どもの様子や母親の様子はわか
らなくなる。保育士は何か事件でも起こらなければいいが･･･と強く心配しており、引っ越
すことになった市の行政へ連絡をする形をとった。退園してしまった今、どのような生活を
しているのだろうと保育士や園長はとても心配な様子であった。
　このエピソードの大きな問題点は、母親が子どもに対し興味がない、子育てに対する責任
感が極めて薄いということである。つまり、ネグレクト傾向に近い状態である。その背景に
は、10代という若さでの妊娠、出産、そしてシングルマザーという問題がある。遊びたい
時期に子育てをしなければならないという現実があるが、周りの友達は学生生活を送るなど
楽しく過ごしている。だから自分も遊びたい、楽しみたいという思いが行動に現れているの
ではないだろうか。その結果、目の前の子どもよりも自分のことを優先してしまい、子ども
のことは二の次で、「飽きた」などと言って保育所に預けてしまう。
　シングルマザー（ひとり親家庭）という点については、厚生労働省の人口動態調査の「同
居期間別にみた離婚件数の年次推移－昭和22 ～平成25年」によると平成25年の離婚件数は
23万1383組。離婚件数の年次推移をみると、戦後最も少なかった昭和36年以降長期にわた
って増加が続いたものの、59年に減少傾向に転じた。平成３年以降は再び増加が続き、14
年には統計の得られていない昭和19年から21年を除き、現在の形式で統計をとり始めた明
治32年以降最高となった。平成15年以降は減少が続き、21年は７年ぶりに増加したが、22
年以降は再び減少している。また「親権を行う者別にみた離婚件数及び親が離婚をした未
成年の子の数の年次推移－昭和25 ～平成25年－」では、未成年の子がいる離婚件数は約14
万組で未成年の子の数は約23万人とある。平成25年の離婚件数23万1383組のうち、未成
年の子がいる離婚は13万5074組（全体の58.4％）で、親が離婚した未成年の子の数は23万
2406人、未成年の子がいない離婚は９万6309組（同41.6％）となっている。また、親権
を行う者別に離婚件数の年次推移をみると、平成25年は「妻が全児の親権を行う」は11万
3765組（未成年の子のいる離婚件数に占める割合は84.2％）で、その割合は昭和40年代以
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降上昇傾向にある。「夫が全児の親権を行う」は１万6457組（同12.2％）、「夫妻が分け合っ
て親権を行う」4852組（同3.6％）となっている（9）。このことから、離婚件数そのものは
ピーク時に比べて減少しているものの、ひとり親家庭に育つ子どもは多いことがわかる。ま
た、妻が親権を行う割合が多く、Ｄちゃんの母親もその一人である。このことを踏まえ、母
親の経済状況を図表３に見てみる。
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図表３　母親の属性と現在の経済状況（10）
出典：独立行政法人労働政策研究・研修機構「子どものいる世帯の生活状況および保護者の
就業に関する調査（「第１回子育て世帯全国調査」）」（2011年11月調査）
　図表３から、低年齢、低学歴、離婚経験は貧困の要因となりえることがわかる。Ｄちゃん
の母親はこのうち10代出産、離婚経験に当てはまり、貧困率はともに高い。このことが母
親に追い打ちをかけている原因ともいえるだろう。保育士はこのことを念頭に置き母親の話
を親身に聞いたり、助言を行ったり母親に寄り添う姿勢が求められる。さらに、Ｄちゃんの
園での様子をこまめに報告し、その日できるようになったことや出来事を迎えに来たときに
直接話をするなどして、母親がＤちゃんに関心を持ち、愛情を持って関われるよう支援が必
要だと考える。
エピソード③　
　母親が病気のＥくん（年長クラス、５歳児）
　Ｅくんは三人兄弟の末っ子で17歳の姉と、中学１年生の兄がいる。生活保護を受けており、
市から入園依頼があり昨年の夏に入園してきた。母親はうつ病で薬を飲んでおり、気分や体
調に波があり、父親は口調が激しい印象である。姉は高校には通っておらず、16歳のとき
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に妊娠が発覚し結婚、出産している。兄は小学６年生のときに不登校となり、小学校の教員
が家を訪ねて迎えに来ていたという。祖母は離れて暮らしているため、助けてもらうことが
難しい環境である。
　Ｅくんは無気力で、意欲がみられない。給食ではボーっとしていることが多く、保育士が
声をかけると食べるといった様子がみられる。活動をするときには折り紙を持って眺めたま
ま過ごしているなど、積極的に活動する様子はみられない。また、じゃんけんや数字を10
まで数えることも難しい。しかし、積極的に話をすることもあり、送迎バスに乗った途端に
ゲームの話などを始めるという。なぜこのときだけ積極的であるか保育士も疑問に思ってお
り、理由はわかっていない。
　園の送迎バスが出ているため、バスの送迎場所まで保護者が子どもを送迎するのが通常で
あるが、朝、バスがついても母親が来ていないことや、夕方、迎えに来ていないことがある。
そのときには保育士が自宅まで上りＥくんを送迎するという。そのときの部屋の様子はいつ
も真っ暗で、カーテンも閉まったままである。このような家の様子に保育士も不安を覚えて
いる。母親は病気の影響で起きられないことが多いため、このように朝、バスの送迎場所ま
でＥくんを連れていくことができなかったり、バスが着く時間ぎりぎりに連れてきたりする。
そのためＥくんは朝食を摂ってこないことが多く、当初は園で朝食を摂らせていたが、あま
りにも食べていないことが続くため、保育士が「朝食べる時間がないのでしたら、持たせて
下さい。」とお願いをすると、ときどき食べていない、持ってきていないということがある
ものの、だいたい持ってくるようになった。
　母親は、人がいるところは苦手だと話す。そのため入園式や参観は休み、遠足はお弁当が
必要になるため作れないから休むと言い、母親のみならずＥくんも行事にはほとんど参加で
きない。保育士は行事に参加することができていないＥくんを遠足に参加させたいと思い、
母親に相談し「おかずはこちらで用意するので、おにぎりを持たせてください。」と言った。
すると母親はそれを了承し、当日Ｅくんは遠足に参加することが出来た。
　保育士は、こちらが何か直接お願いをするときちんとしてくるため、ネグレクトではない
と考えている。しかし、母親は病気で感情的にも母親に波があるため保育士から強く言うこ
ともできず、母親へ伝える難しさを感じている。園でできることは支援をしながら、行政に
も連絡をとり、その都度報告をして協力を求めている。
　このエピソードは、母親の精神状態が子どもに大きく影響しているエピソードである。Ｅ
くんのみならず、他の兄弟への影響も大きいと推測される。Ｅくんは市からの入園依頼によ
りこの保育所へ通園しているが、やはり専門機関の介入が必要であり、支援は保育所だけで
は難しい現状である。このような子どもを養育することが難しい家庭への支援として、子ど
もを施設に入所させる社会的養護を利用する方法があるが、Ｅくんの場合も選択肢の一つと
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して施設利用も含めて検討する必要もあるかもしれない。このような状況の中でも、保育士
はＥくんのことを思い、母親の負担にならない程度に声掛けや行動を考えるなどの支援をし
ている。しかし、お弁当のおかずづくりなど食事に関する支援は、保育士にとって毎回続く
となると負担も大きい。さらに、Ｅくんは母親の病気のことをきちんと理解するには難しい
年齢である。今の状況をみると、参加したいであろう行事に参加できず、今後、子ども自身
の母親への不信感が募る可能性も考えられる。そのようなことを避けるためにも、子どもと
母親の関係づくりも含めて家庭支援が重要である。その支援をするためには、先に述べた社
会的養護や、保育士が母親の病気の状態をきちんと知るということが必要であり、そのため
には医療機関との連携も必要である。プライベートな部分であるため、詳しく聞くことは難
しいと保育士は話していたが、医療機関と連携し父親も含めて情報を共有することで支援の
幅も広がる可能性がある。
エピソード④　
　保育士だった母親をもつＦちゃん（２歳児クラス、１歳６カ月）
　Ｆちゃんは兄弟はおらず、第一子である。母親は40歳くらいで出産。以前この保育園で
勤務経験がある。今年度４月にＦちゃんは入園し、入園するときに母親の方から園に対し、
Ｆちゃんは友達を叩いたり、物を投げたりすることがあると話があった。母親は保育士経験
があるということもあり、月齢などに敏感で、このくらいの月齢で何をする、できるように
なるなど把握しているため、子どもをよく気にかけている。その反面、気にするあまり口を
出しすぎてしまうことも多い。特に体調不良などには敏感で、すぐに迎えに来る、休ませる
なども多い。そのため、入園当初はほとんど園を休み３カ月が経過した。６月は通園日も増
え、わりと落ち着いてきた印象がある。
　保育士から見た気になる面としては、まずあまり笑わないことである。しかし、午睡の時
間に隣で眠る他児を足で押しているときには楽しそうに笑っている。保育士もこの行動は不
思議に感じている。また、会話はオウム返しが多くイントネーションが変わらないため、Ｆ
ちゃんの意思なのか質問なのかがわかりにくい。最近は少しずつイントネーションがついて
きているが、他児と比べると言葉の発達が遅れている印象である。また、指先の力が弱いのか、
食事中スプーンをよく落とすため、スプーンを介助用スプーンに変えてみると上手に使うこ
とができ、家庭では介助スプーンを使っているのかもしれないと保育士は話す。その他の行
動では、室内で奇声を発する、クラスに並べてある名札を毎朝すべて落とすなどがみられる。
遊び方がわからない様子もみられ、保育士が一対一でつくと遊ぶことができるため、現在は
遊びの楽しさを教えるということを保育士は心掛けている。このように気になる行動は多い
が、他児と喧嘩になることはない。それはまだあまり他児と関わっていないからではないか、
また今まで家庭での生活で自分一人だったため、他の園児との関わり方がわからないのでは
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ないかと保育士は話す。このような状況は環境が原因であるか、障がいによるものであるの
かまだ不明である。
　保育士の困り感としては、保育士経験がある母親がこちらからの助言を素直に受け入れら
れるかというところであり、しばらく見守っていくという。
　このエピソードから、保育士にとって母親へ助言をしたいという気持ちがあるものの、そ
れが行動に移せていないという困り感が大きいことが推測される。母親が保育士経験のある
ということは、子どもの成長発達については専門的に学んでおり、様々な子どもをみてきて
いるということである。目に見える成長はわかりやすく気にかけていると思われるが、あま
り笑わないことなど内面的な部分が母親にきちんと見えているのかということが疑問に感じ
られる。専門知識があれば、我が子に対して適切な理解ができ子どもにとってよりよい子育
てができるとはかぎらないことがわかる。専門知識や保育士経験があるために、熱心であり
すぎたり過保護すぎたりすることが、逆に子どもの視点に立てていなかったり客観的な視点
が持てないことにつながる可能性もある。
　また、保育士はこのようなＦちゃんの様子に不安を覚えているが、母親にそのことを話す
まで至っていない。今後、Ｆちゃんの様子をどのように母親へ伝えていくかを考え、工夫し
て取り組むことが求められる。
Ⅳ　まとめと今後の課題
　今回の研究から以下の３点が明らかになった。
　（１）子どもの視点に立つことができていない保護者の具体的な状況。
　（２）保育士の具体的対応とそれに伴う困り感や戸惑い。
　（３）医療機関や専門機関、学校との連携。
　（１）に関しては、今回のエピソードからそれぞれのエピソードの問題や背景は異なるも
のの、保護者は子どもの最善の利益を考えた子育てができていないことがあることが明らか
になっている。久保山ら2009の調査資料では、保育者が「気になる保護者」として、「保育
者の話が伝わらない」、「子どものことや必要なことを話さない」、「園に関心が薄い、協力
的でない」などが挙げられているが、保育所では、「子どもに無関心」、「保護者中心」、「乱
暴」に特徴的な傾向が見られている（11）。今回のエピソードから見える現状と重なる点が多く、
どの園でも同様な課題を抱えていることが推察される。
　子どもの最善の利益を考えた子育てとして、全国保育士会倫理要綱（12）に保育士、保護者
に向けその基本的な考え方が示されている。
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　すべての子どもは、豊かな愛情のなかで心身ともに健やかに育てられ、自ら伸びていく無限の可能
性を持っています。私たちは、子どもが現在（いま）を幸せに生活し、未来（あす）を生きる力を育
てる保育の仕事に誇りと責任をもって、自らの人間性と専門性の向上に努め、一人ひとりの子どもを
心から尊重し、次のことを行います。
 　　私たちは、子どもの育ちを支えます。
 　　私たちは、保護者の子育てを支えます。
 　　私たちは、子どもと子育てにやさしい社会をつくります。
（子どもの最善の利益の尊重）
１．私たちは、一人ひとりの子どもの最善の利益を第一に考え、保育を通してその福祉を積極的に増
進するよう努めます。
（子どもの発達保障）
２．私たちは、養護と教育が一体となった保育を通して、一人ひとりの子どもが心身ともに健康、安
全で情緒の安定した生活ができる環境を用意し、生きる喜びと力を育むことを基本として、その健
やかな育ちを支えます。
（保護者との協力）
３．私たちは、子どもと保護者のおかれた状況や意向を受けとめ、保護者とより良い協力関係を築き
ながら、子どもの育ちや子育てを支えます。
（利用者の代弁）
６．私たちは、日々の保育や子育て支援の活動を通して子どものニーズを受けとめ、子どもの立場に
立ってそれを代弁します。 また、子育てをしているすべての保護者のニーズを受けとめ、それを代
弁していくことも重要な役割と考え、行動します。
（地域の子育て支援）
７．私たちは、地域の人々や関係機関とともに子育てを支援し、そのネットワークにより、地域で子
どもを育てる環境づくりに努めます。
図表４　全国保育士会倫理要綱（一部抜粋）（12）
　本来、子どもは上記のような内容が保障され、健やかに成長するべきであるということ
が根底にあることを保護者や保育士は忘れてはならない。また、全国保育士会倫理要綱の
３.〈保護者との協力〉にあるように、保育士は保護者の状況や意向を受け止めること、関
係を築きよりよい子育てを支援することが求められる。子どもだけでなく、保護者にも寄り
添い、「保護者への子育て支援」を行い、子どもにとっての最善の利益を考える存在である
ということが明らかになった。　　
　（２）（３）に関しては、保護者の困り感だけでなく、保育士もまた子どもや母親、家庭へ
の支援に悩んでいるということが明らかになった。久保山ら（2009）の調査資料では、保
育者が「気になる保護者」として、「保育者の話が伝わらない」、「子どものことや必要なこ
とを話さない」、「園に関心が薄い、協力的でない」などが挙げられているが、保育所では、「子
どもに無関心」、「保護者中心」、「乱暴」に特徴的な傾向が見られている（11）。このことから、
ただアドバイスしても、保護者に受け入れるだけの心の準備ができていないことが示唆され
ている。子どもの最善の利益を考えるためには、「傾聴」や「共感」というカウンセリング
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マインドを基盤とした信頼関係を構築することが第一であると考える。また、子どもや保護
者との様々な問題が多いからこそ、家庭の状況や保護者の気持ちに寄り添い、共感しなが
ら保護者とともに歩んでいくという日々の積み重ねが大切だと考える。笠原（2000）では、
保育者への高い援助要請意識を示す保護者は、相談したい保育者の特徴として、「態度や助
言」、「専門性」についての要望が高く、発育の遅れや習慣については「指摘の明確化さ」も
求めていることが示されている（13）。このことからも、保育士は子育てに必要な発達上の基
礎知識、障がいに関する基礎知識などの専門的知識をより多く持っておく必要があり、また
それに対応するためのカウンセリング技術も必要となる。しかし、保育士養成では、「保育
相談論」などカウンセリングを扱う科目もあるが、技術習得までの時間は確保されていない
状況にある。今後、カウンセリングの技法を習得する確保するとともに、研修の機会も増や
していく必要がある。
　また、久保山ら（2009）の調査資料では、保育者は、「気になる子ども」の問題点として、「発
達上の遅れ」、「音声言語」、「視線が合わない」などの「コミュニケーション」、「落ち着きのなさ」
などを多く上げているのに対して、保護者からの相談は、食事や排泄などの基本的生活習慣
やしつけを含む「家庭生活について」、「友だちとの関わり」、「園生活」などを挙げており（11）、
保育者と保護者の気になる点に大きなずれがある。この意識のずれが、保育者の話を受け入
れられない原因のひとつになっている可能性があるので、毎日の送迎時の何気ない会話や連
絡帳の活用などを積み重ねていくことから保護者との信頼関係を築いていくことが子どもの
最善の利益を考える上で重要な一歩となるだろう。
　さらに当然のことではあるが、支援を進めるにあたり記録が欠かせないのではないかと感
じた。記録は、これまでの子どもや保護者の様子や、支援の内容を保育士自身が整理して考
えることができ、経過を見ることができる。また、他の専門機関や学校などとの連携の際に
もかかせない重要な資料となるからである。
　問題の大小に関わらず、家庭支援が求められる現状において保育者は保護者と子どもの育
ちを支える重要な役割を担っている。保育者養成においては、このような現状を理解した上
で家庭支援へも対応のできる授業内容や工夫が求められている。
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Abstract
　Children today face various problems. These problems range from child abuse, and 
poverty as well as a decreasing population, being raised in a single parent family, 
being waited listed to enter nurseries, and being kept at nurseries for long hours. In 
order to resolve these issues, the Japanese government has begun to consider support 
provided to the parents and the family, as well as child-rearing assistance. As such, the 
traditional role of nurseries providing care to children has been extended to include 
providing support to the children’s guardian. Extended-hour day care services are 
an example of how the function of nurseries is diversifying. Regardless of increased 
child-rearing assistance, however, there is no doubt that the function of the household 
towards children has continued to weaken. The aim of this research is to understand 
the current household situation by analyzing real-life episodes to determine the role 
that nursery teachers should fulfill in providing household assistance.
　The results of this research are as follows :( 1) guardians are largely unable to 
determine the best interest of child ;( 2) nursery teachers are feeling uneasy about their 
new responsibility and puzzled at how to provide assistance; and(3) it is extremely 
important to receive cooperation from medical institutions, specialized agencies, and 
schools.
　The most important aspect in providing for the child’s best interest is to build a 
trusting relationship between the guardian and the child. Also, nursery teachers should 
work with the guardian by being understanding and sympathetic towards the family’s 
conditions and emotions.
